
議会報告会
　5月17日、19日、20日に議会報告
会を開催し、3会場で延べ42人の方
に参加いただきました。ありがとうご
ざいました。
　今年度からは年2回の開催となり、
秋に2回目の議会報告会を予定して
おります。多くの市民のみなさんの
参加をお待ちしています。
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6月定例会

・児童虐待予防事業（相談支援システムの導入）472万円
・ため池の整備（池の谷口の池、真谷口池、奥菱池）3500万円
・北播衛生事務組合特別負担金　2045万5000円
・電算システム使用料　387万2000円
・兵庫県個人住民税等整理回収チーム派遣負担金　40万円

補正予算（第1号）の主な内容
7262万円の増額補正（総額181億4462万円）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
問
】税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
、

県
の
整
理
回
収
チ
ー
ム
を
派
遣

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
効
果

は
出
て
い
る
の
か
。

【
答
】平
成

２１
年
度
１
０
２
件
３

６
１
０
万
６
千
円
、
平
成

２２
年

度
は

５８
件
４
７
３
５
万
円
と
成

果
は
出
て
い
る
。

【
問
】児
童
虐
待
の
件
数
が
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
な
い
と
い
け
な

い
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
な

ど
も
含
め
て
、
平
成

２３
年
度
は

２
４
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
お
け
ば
、

過
去
の
相
談
事
例
な
ど
も
含
め

て
手
早
く
検
索
で
き
、
有
効
に

対
応
で
き
る
。

【
問
】電
算
シ
ス
テ
ム
使
用
料
の

項
目
が
多
い
が
。

【
答
】リ
ー
ス
契
約
等
に
よ
る
毎

年
の
支
払
い
で
あ
る
。

全
会
一
致
で
可
決

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
加

東
市
教
育
長
の
給
与
、
旅
費
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
平
成

２４
年
度
に
限
り
、
市
長

・
副
市
長
・
教
育
長
の
期
末
手

当
支
給
額
を

１５
％
カ
ッ
ト
す
る

も
の
。

【
問
】議
会
で
は
役
職
加
算（
１５

％
）
を
恒
久
的
に
廃
止
し
て
い

る
。
ど
う
し
て
市
長
等
は
毎
回

１
年
限
定
な
の
か
。

【
答
】市
長
自
ら
毎
回
提
案
す
る

こ
と
で
行
財
政
改
革
の
意
識
を

新
た
に
し
て
い
る
。

全
会
一
致
で
可
決

税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に

対
す
る
特
例
に
関
す
る
法
改
正

に
と
も
な
う
も
の
。

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
可
決

加
東
市
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負

契
約
締
結
の
件

契
約
の
相
手
方

　
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
・
美
樹

　
工
業
特
定
建
設
工
事
共
同
企

　
業
体

契
約
金
額

　
２３
億
４
６
７
５
万
円

　（
２４
者
に
よ
る
制
限
付
一
般

　   

競
争
入
札
）

【
問
】住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て

い
る
が
、
支
出
に
問
題
は
な
い

か
。

【
答
】弁
護
士
に
も
確
認
の
上
、

問
題
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い

る
。

【
問
】地
元
へ
の
発
注
割
合
が
１０

％
と
い
う
こ
と
だ
が
、
議
会
で

も
度
重
な
る
指
摘
の
あ
る
中
、

こ
れ
で
妥
当
だ
と
考
え
て
い
る

の
か
。
地
域
要
件
を
加
味
し
た

総
合
評
価
方
式
等
も
検
討
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】総
合
評
価
方
式
は
、
市
と

し
て
評
価
手
法
な
ど
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
そ
の
他
の
点
で
地
域

へ
の
配
慮
を
行
っ
た
。

　
地
域
割
合
を
高
く
設
定
し
す

ぎ
る
と
競
争
原
理
が
働
か
な
く

な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

可
能
だ
と
考
え
ら
れ
る

１０
％
で

設
定
し
た
。

【
問
】
１０
％
で
も
物
品
を
買
う
の

と
請
負
工
事
を
発
注
す
る
の
で

は
意
味
が
違
う
。
そ
の
あ
た
り

は
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

【
答
】合
計
で

１０
％
で
あ
る
が
、

物
品
だ
け
で

１０
％
と
い
う
こ
と

は
無
理
だ
と
考
え
て
い
る
。

 

反
対
討
論

　
一
年
前
の
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画
策
定
時
か
ら
、
地
元
経
済

へ
の
波
及
効
果
を
検
討
し
て
い

る
と
言
い
な
が
ら
、
今
回
の
内

容
で
は
市
役
所
が
地
元
に
仕
事

を
出
そ
う
と
真
剣
に
考
え
た
と

は
思
え
な
い
。
　
　
　（
藤
尾
）

賛
成
多
数
で
承
認

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
等

購
入
の
件

　
購
入
後

１８
年
以
上
経
過
し
た

消
防
団
車
両
（
小
型
動
力
ポ
ン

プ
付
積
載
車
等
）
を
更
新
す
る
。

（
下
鴨
川
、
掎
鹿
谷
、
平
木
特

設
、
吉
馬
、
奥
分
団
）

契
約
の
相
手
方

　（
有
）
岡
本
ポ
ン
プ

契
約
金
額

　
３
６
９
９
万
１
５
０
０
円

　（
１０
者
に
よ
る
制
限
付
一
般

　   

競
争
入
札
）

全
会
一
致
で
承
認

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
件

　
藤
本
　
和
之
氏
（
秋
　
津
）

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
の
件

　
吉
田
　
秋
広
氏
（
掎
鹿
谷
）

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
同
意

２加東市 議会だより Ｎｏ.２２

　
第
４２
回
加
東
市
議
会
定
例
会
は
、６
月
１
日
か
ら
２７
日
ま

で
２７
日
の
会
期
で
開
会
し
た
。
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
専
決

処
分
の
承
認
３
件
、一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
制
定
・
契
約

の
承
認
等
１４
議
案
を
可
決
し
た
。
ま
た
、人
事
案
件
２
件
に

つ
い
て
同
意
し
た
。
１
議
案
に
つ
い
て
は
撤
回
、１
議
案
は
否

決
と
な
っ
た
。
ま
た
、議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
た
。

　
１３
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
１０
名
の
議
員
が
市
当
局
の

考
え
を
た
だ
し
た
。



ＪＲ 社 町 駅

３ 加東市 議会だより Ｎｏ.２２

加
東
市
に
お
け
る
暴
力
団
の
排

除
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制

定　
加
東
市
か
ら
の
暴
力
団
の
排

除
の
推
進
に
関
し
、「
基
本
理

念
」「
市
の
責
務
」「
市
民
及
び

事
業
者
の
責
務
」「
排
除
に
関

す
る
措
置
と
施
策
」
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
暴
力
団
に
よ
る

不
当
な
影
響
を
排
除
し
、
も
っ

て
安
全
で
安
心
な
市
民
生
活
を

確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
問
】加
東
市
に
お
い
て
暴
力
団

事
務
所
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

暴
力
団
員
と
み
ら
れ
る
者
は
何

人
い
る
の
か
。

【
答
】加
東
市
で
は
暴
力
団
事
務

所
は
な
い
。
兵
庫
県
下
で
は
暴

力
団
員
等
は
約
２
４
７
０
人
い

る
が
、
加
東
市
で
の
居
住
人
数

に
つ
い
て
は
県
警
に
照
会
し
て

も
捜
査
上
の
必
要
等
に
よ
り
回

答
は
得
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
居

住
し
て
い
る
者
は
い
る
。

【
問
】暴
力
団
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
者
と
は
。

【
答
】暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員

を
不
当
に
利
用
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
る
者
、
ま
た
、
事
業
所

に
お
い
て
暴
力
団
員
を
雇
用
し

て
い
る
者
、
暴
力
団
の
組
織
運

営
に
協
力
・
関
与
し
て
い
る
者

を
い
う
。

【
問
】市
の
契
約
で
の
対
応
は
。

【
答
】契
約
に
お
い
て
暴
力
団
等

と
の
関
係
が
判
明
し
た
場
合
は
、

市
は
指
名
停
止
・
契
約
解
除
等

の
措
置
を
検
討
す
る
。

【
問
】イ
ベ
ン
ト
時
に
露
天
商
が

出
店
し
て
い
る
際
、
利
益
供
与

と
の
関
係
を
排
除
で
き
る
の
か
。

【
答
】露
天
商
に
つ
い
て
は
、
警

察
よ
り
主
催
者
に
身
元
確
認
を

す
る
よ
う
依
頼
が
な
さ
れ
て
い

る
。

【
問
】兵
庫
県
下
で
は
１７
市
町
が

制
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

近
隣
市
の
状
況
は
。

【
答
】加
西
市
・
三
木
市
・
小
野

市
は
す
で
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

 
賛
成
討
論

　
加
東
市
が
条
例
制
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
暴
力
団
が
今
後
入

っ
て
く
る
こ
と
へ
の
一
定
の
歯

止
め
に
な
り
、
万
が
一
入
っ
て

き
た
と
し
て
も
そ
れ
に
対
応
す

る
条
文
等
が
入
っ
て
い
る
た
め

賛
成
す
る
。
　
　
　
　（
磯
貝
）

全
会
一
致
で
可
決

駐
車
場
条
例
の
制
定

　
Ｊ
Ｒ
社
町
駅
前
駐
車
場
の
良

好
な
交
通
環
境
の
確
保
の
た
め
、

平
成

２４
年

１０
月
か
ら
駐
車
場
を

有
料
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

月
極

３４
台
（
月
額
３
千
円
）

一
時
貸

２５
台
（
１
回
２
０
０
円
）

【
問
】こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線

の
利
便
性
向
上
と
い
う
観
点
で

確
保
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

地
域
住
民
の
苦
情
が
あ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
有
料
化
し
て
解
決

で
き
る
の
か
。

【
答
】こ
れ
ま
で
無
料
開
放
し
て

き
た
が
、
枠
外
駐
車
が
増
え
、

適
正
な
利
用
を
呼
び
掛
け
て
き

た
。
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の

利
用
者
が
減
る
懸
念
も
あ
る
が
、

快
適
に
駐
車
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
理
解
を
得
た
い
。

【
問
】地
域
の
苦
情
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
監
視
員
の
配
置
等
、

有
料
化
以
外
の
選
択
肢
も
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】枠
外
駐
車
の
問
題
以
外
に

も
、
現
状
で
は
多
く
の
車
が
通

勤
等
の
た
め
朝
か
ら
夜
ま
で
駐

車
し
て
い
る
状
況
で
、
午
前
８

時
す
ぎ
に
は
満
車
と
な
り
、
日

中
の
利
用
が
非
常
に
し
づ
ら
い

と
い
っ
た
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、

２０
台
程
度
は
姫
路
ナ
ン
バ
ー
の

車
が
常
時
駐
車
し
て
お
り
、
市

民
以
外
の
方
に
も
負
担
を
求
め

た
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
　

　
ま
た
、
有
料
化
と
い
う
こ
と

で
停
め
る
方
の
意
識
の
向
上
も

見
込
め
る
。

【
問
】市
内
と
市
外
で
差
を
つ
け

る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

【
答
】利
用
に
つ
い
て
市
の
内
外

で
区
別
を
つ
け
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
難
し
い
。

【
問
】月
極
の
ス
ペ
ー
ス
に
他
者

の
車
が
停
ま
っ
て
い
る
場
合
等
、

適
切
に
管
理
で
き
る
の
か
。

【
答
】台
帳
を
整
備
し
て
把
握
し
、

違
反
が
あ
れ
ば
警
告
す
る
。
ま

た
、
料
金
に
つ
い
て
も
５
倍
に

相
当
す
る
過
料
を
徴
収
す
る
等

の
措
置
を
行
い
、
改
善
さ
れ
な

い
場
合
は
警
察
と
連
携
し
強
制

撤
去
等
も
考
え
て
い
る
。

【
問
】一
時
貸
の
管
理
方
法
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

バ
ー
等
は
設
置
す
る
の
か
。

【
答
】
料
金
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
、

自
分
の
駐
車
番
号
の
と
こ
ろ
に

料
金
を
入
れ
て
も
ら
う
。

【
問
】南
側
の
空
き
地
を
駐
車
場

と
し
て
拡
張
整
備
す
べ
き
で
は
。

【
答
】す
べ
て
市
が
対
応
す
る
の

で
は
な
く
、
民
間
で
の
整
備
も

視
野
に
入
れ
た
い
。

  

反
対
討
論

　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
利
便
性
向

上
と
い
う
目
的
か
ら
、
有
料
化

に
は
反
対
す
る
。
当
初
の
計
画

ど
お
り
南
側
へ
の
駐
車
場
の
拡

大
を
ま
ず
行
う
べ
き
で
あ
る
。

駐
車
場
が
十
分
あ
れ
ば
枠
外
駐

車
も
当
然
減
る
し
、
い
ろ
い
ろ

な
対
策
を
講
じ
た
上
で
な
お
駐

車
場
が
不
足
す
る
と
な
れ
ば
有

料
化
を
視
野
に
入
れ
る
べ
き
。

あ
ま
り
に
も
利
用
者
の
目
線
か

ら
離
れ
て
い
る
。
　
　（
藤
尾
）

 

賛
成
討
論

　
今
の
駐
車
場
の
状
況
を
見
る

と
近
隣
住
民
の
苦
情
は
理
解
で

き
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
今
回

の
条
例
制
定
に
は
賛
成
す
る
。

料
金
に
つ
い
て
も
月
額
３
千
円
、

１
回
２
０
０
円
と
配
慮
が
な
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
理
解
も
得

ら
れ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
上
）

賛
成
多
数
で
可
決
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加
東
市
住
生
活
基
本
計
画
（
加

東
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

　
加
東
市
の
住
宅
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る

た
め
の
基
本
理
念
や
展
開
方
法

を
示
し
た
も
の
。
市
民
が
元
気

で
快
適
に
暮
ら
す
住
み
よ
い
ま

ち
の
実
現
の
た
め
、
３
つ
の
基

本
目
標
で
あ
る
、
安
全
、
安
心
、

環
境
と
共
生
し
地
域
特
性
を
活

か
し
た
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り

を
掲
げ
、
計
画
期
間
を
平
成
２４

年
か
ら
平
成

３３
年
ま
で
の
、
１０

年
間
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
策
定
委
員
会
を
２
回
開
催
し

素
案
を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
よ
り
意
見
を
募
集

し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成

２４
年
５
月
に
第
３
回
の
策

定
委
員
会
で
計
画
案
を
決
定
し

た
。

　
計
画
案
は
、
本
編
と
災
害
対

策
編
の
二
部
構
成
で
あ
る
。

【
問
】土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
に
、
市
が
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

【
答
】地
権
者
の
同
意
や
、
課
題

の
整
理
が
あ
る
中
で
、
市
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
提
案

し
て
い
く
な
ど
協
議
の
場
を
つ

く
る
考
え
で
あ
る
。

【
問
】集
落
地
域
整
備
法
の
枠
組

み
を
導
入
し
、
積
極
的
に
や
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

【
答
】検
討
す
る
項
目
と
し
て
あ

げ
て
い
る
。

【
問
】災
害
対
策
編
の
山
崎
断
層

地
震
で
の
備
え
の
と
こ
ろ
で
、

被
害
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
書
き
か
え
る
必
要
は
な

い
の
か
。

【
答
】現
在
の
市
の
防
災
計
画
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
被
害
想

定
が
変
わ
れ
ば
、
書
き
か
え
る

必
要
が
あ
る
。

【
問
】高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
へ

の
住
宅
確
保
支
援
の
中
で
、「
高

齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
登
録

制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
、
家

賃
に
対
す
る
補
助
制
度
の
活
用

を
促
進
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
は
平
成
２３

年
１０
月
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
の

で
は
。

【
答
】高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住

宅
登
録
制
度
は
、
も
う
既
に
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

【
問
】「
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン

タ
ー
が
行
う
家
賃
債
務
保
証
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
」
と
あ
る
が
、
こ

の
支
援
セ
ン
タ
ー
も
廃
止
さ
れ

て
い
る
が
ど
う
か
。

【
答
】高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ

ー
は
ご
指
摘
の
と
お
り
、
制
度

が
廃
止
に
な
っ
て
い
る
。

●
市
長
よ
り
、
加
東
市
住
生
活

基
本
計
画
（
加
東
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て
は
、
既
に

な
い
制
度
の
記
載
等
不
備
な
点

が
あ
り
、
撤
回
し
た
い
と
の
表

明
が
あ
っ
た
。

賛
成
多
数
で
撤
回
を
承
認

加
東
市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画

　
昭
和

４０
年
か
ら

５０
年
代
に
供

給
さ
れ
た
公
営
住
宅
は
更
新
時

期
を
迎
え
て
お
り
、
社
会
情
勢

の
変
化
、
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
行
等
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
計
画
的
な
建
替
え
、
用
途

廃
止
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
予
防
保
全
的
な
観
点
か
ら
修

繕
や
改
善
の
計
画
を
定
め
、
長

寿
命
化
に
よ
る
更
新
コ
ス
ト
の

削
減
を
目
的
に
、
加
東
市
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
す
る
。

計
画
期
間
は
平
成

２３
年
度
か
ら

平
成

３２
年
ま
で
の

１０
年
間
と
し
、

中
間
年
度
に
見
直
し
を
行
う
も

の
と
す
る
。
　
　

【
問
】市
営
住
宅
の
現
有
数
を
３

９
５
戸
と
認
定
す
る
中
で
、
不

足
分
も
含
ん
で
い
る
が
、
長
寿

命
化
計
画
の
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
計

画
案
の

５７
戸
の
不
足
は
、
あ
く

ま
で
も
推
計
で
あ
る
。
管
理
、

募
集
停
止
し
て
い
る
住
宅
も
含

め
て
３
９
５
戸
で
あ
り
、
建
て

替
え
計
画
は
今
後
具
体
計
画
・

実
施
計
画
を
検
討
す
る
。

【
問
】滝
野
地
域
の
３
団
地
の
用

途
廃
止
の
今
後
の
方
針
は
。

【
答
】春
日
団
地
、
光
明
寺
団
地
、

下
滝
野
団
地
に
関
し
て
は
、
現

入
居
者
が
退
去
さ
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
取
り
壊
す
方
針
で
進
め
て

い
る
。

【
問
】市
営
住
宅
の
空
き
家
戸
数

２７
戸
は
、
政
策
的
に
空
き
家
に

し
て
い
る
の
か
。

【
答
】５
月
末
現
在
で

３６
戸
の
空

き
家
が
あ
っ
た
。
５
月
定
期
募

集
（
※
）
で
４
団
地
９
戸
を
募

集
し
、
入
居
者
が
決
定
し
た
。

常
時
募
集
（
※
）
の
住
宅
は

１８

戸
あ
る
。

　
ま
た
、
劣
化
が
激
し
く
募
集

停
止
を
し
て
い
る
も
の
が
５
戸
、

用
途
廃
止
し
た
も
の
が
３
戸
あ

る
。
政
策
空
き
家
は
災
害
時
用

に
１
戸
確
保
し
て
い
る
。

【
問
】市
営
住
宅
の
収
入
超
過
者
、

高
額
所
得
者
に
対
す
る
取
り
組

み
の
記
載
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

【
答
】市
と
し
て
、
入
居
者
の
収

入
状
況
等
、
調
査
を
実
施
し
、

対
象
者
に
は
割
増
家
賃
の
請
求
・

明
渡
請
求
等
を
行
う
が
、
内
容

に
よ
り
猶
予
す
る
ケ
ー
ス
も
具

体
的
に
出
て
き
て
い
る
。

※
定
期
募
集
…
嬉
野
台
団
地
等

　
８
団
地
に
つ
い
て
、
５
月
・

　
１１
月
に
募
集
し
、
抽
選
に
よ

　
り
入
居
者
を
決
定
す
る
。

※
常
時
募
集
…
そ
の
他
の
住
宅

　
に
つ
い
て
、
随
時
申
し
込
み

　
を
受
け
付
け
て
い
る
。



※特産館、コンビニはレジ回数、レストランは実客数

■会社の概況■
① 発行済み株式の総数　 400株
②  株主数　　6　　　③ 株主と出資状況
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  報　告� 

(株)夢街人とうじょうの経営状況
　 道の駅とうじょうの指 定 管 理 者となっている

「（株）夢街人とうじょう」の経営状況について
報告を受けた。

報
　
告�  

公
益
財
団
法
人  
加
東
文
化
振
興
財
団
の
経
営
状
況�             

　
公
益
財
団
法
人 
加
東
文
化
振
興
財
団
が
指
定
管
理
者
と
な
り
運
営
を
行
っ
て
い
る
「
や
し
ろ

国
際
学
習
塾
」「
滝
野
文
化
会
館
」「
東
条
文
化
会
館
」
の
決
算
報
告
と
事
業
状
況
の
説
明
を
受
け
た
。

平成 23 年度 収 支 計 算 書
平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日まで  

平成 23 年度 決算報告書（損益計算書）
 平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日まで

■施設の利用状況■ 

科　　　　　　目 決 算 額 備　　　　考

Ⅰ　収入の部

　1 基本財産運用収入

　2 特定資産運用収入

　3 会費収入

　4 事業収入

　　　自主事業収入

　　　施設管理運営受託事業収入

　　　文化事業開催受託事業収入

　　　受講料収入

　　　参加費等その他事業収入

　5 補助金等収入

　6 雑収入

　7  基本財産取崩収入

　　　当期収入合計（A） 

　　　前期繰越収支差額

　　　収入合計（B） 

Ⅱ　支出の部

　1 イベント・セミナー等の開催事業費支出

　2 施設管理運営受託事業費支出

　3 管理費支出

　　当期支出合計（C）

　　当期収支差額（A）－（C）

　　次期繰越収支差額（B）－（C） 

�    

基本財産運用利息収入�    

特定資産運用利息収入�    

法人8件   個人744件

    

チケット売上収入�    

3館の指定管理料収入 （加東市より）    

文化事業開催委託料   （加東市より）    

音楽教室・バレエ受講料�    

木管コンクール参加費等

木管コンクール協賛金（6社）

預金利息・コピー使用料・物販手数料等

    

    

    

        

イベント・セミナー等の開催事業費支出

人件費・修繕費・光熱費・委託料・通信運搬費等

�    

8,422,747

75,200

1,196,000

145,208,879

12,862,500

92,941,509

27,276,000

7,110,000

5,018,870

240,000

406,818

140,085,008

295,634,652

31,161,449

326,796,101

 

59,444,383

92,941,509

442,338

292,828,230

2,806,422

33,967,871

施　設　名

やしろ国際学習塾
滝 野 文 化 会 館
東 条 文 化 会 館

使用件数（件） 利用者数（人）
642  (649) 
518  (336) 
490  (491) 

 30,294 (29,806)
27,059 (21,510)
19,331 (21,012)

■平成23年度利用状況■ 
施 　 設 　 名 利用者数（人）営業日数

科　　　　目
 【売     上     高】
 【売  上  原   価】
    期 首 棚 卸 高
    仕    入    高
    合         　　　　計
    期末棚卸高
 　　　　売  上  総  利  益
 【販売費及び一般管理費】
         　 営  業  利  益
 【営   業   外   収   益】
    受  取  利  息
    受 取 手 数 料
    販 売 奨 励 金
    雑    収     入
 【営   業   外   費    用】
 　支払利息・割引料
 　雑    　  損     　   失
         　 経　常  利  益
 
 【特   別   利　益】
 　退職給与積立取崩金
 
 【特   別   損   失】
 　退　　　職　　　金
  　　　 税引前当期純利益
  　　　 法人 税等 充当 額
  　　　 当  期  純  利   益

�

2,897,871
143,320,255
146,218,126
5,070,419

 
 
 
 

16,423
113,600
84,000

8,090,913
 

 18,682
 55,319

 
 
 

1,789,120
 
 

1,789,120

�
207,966,332

  
  
  
  

141,147,707
 66,818,625
 65,174,254
 1,644,371

  
  
  
  

 8,304,936
  
  

  74,001
 9,875,306

  
  

 1,789,120
  
  

 1,789,120
 9,875,306
 2,285,956
 7,589,350

金　　　　額

（単位：円）

（　）は昨年度値

( 単位：円 )

特　産　館

レストラン

コ ン ビ ニ

合　　　計

63,174 

51,557 

238,965

353,696

330(322)   

351(362) 

366(365)

(  64,625)

(  53,904) 

(200,361) 

(318,890)

株 　 主 　 名
持 株 数 持 株 比 率

出　資　状　況

加 東 市 �       

加 東 市 商 工 会 �       

みのり農業協同組合�       

兵庫県釣針協同組合�       

東 条 農 業 者 連 合 �       

有機栽培コスモス会

200   

40   

100   

20   

20   

20

50.0% 

10.0%

25.0%

5.0%   

5.0%   

5.0%

（　）は昨年度値

(平成24年3月31日現在)

（前年比 110.9％）

 

（
公
財
）加
東
文
化
振
興
財
団

【
問
】基
本
財
産
を
積
み
増
し
し

な
い
ま
ま
で
は
事
業
の
縮
小
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

【
答
】現
状
を
精
査
の
上
、
検
討

し
た
い
。

【
問
】事
業
評
価
に
お
い
て
、
バ

レ
エ
ス
ク
ー
ル
や
加
東
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
の
市
内
の
参
加
者

の
割
合
が
少
な
い
こ
と
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
見
当
違
い

で
は
な
い
か
。

【
答
】税
を
投
入
し
て
事
業
を
行

っ
て
い
る
以
上
、
市
内
の
参
加

者
の
割
合
を
見
る
の
は
当
然
だ

と
考
え
る
が
、
実
情
や
事
業
の

経
緯
な
ど
も
深
く
認
識
し
た
上

で
精
査
し
て
い
く
。

 

（
株
）夢
街
人
と
う
じ
ょ
う

【
問
】経
営
改
革
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、
会

長
は
市
長
で
も
あ
り
、
誰
が
経

営
判
断
を
し
て
い
る
の
か
。

【
答
】経
営
改
革
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
意
見
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、

会
長
（
市
長
）・
社
長
な
ど
経

営
陣
が
判
断
を
し
て
い
る
。



６加東市 議会だより Ｎｏ.２２

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
新
庁
舎
建
設
に
係
る
住
民
訴

訟
に
対
応
す
る
費
用
（
１
０
５

万
円
）
と
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
を
再
度
開
催
す

る
た
め
、
委
員
報
酬
（

１２
万
８

千
円
）
を
計
上
し
よ
う
と
す
る

も
の
。

【
問
】今
回
の
訴
訟
に
関
し
て
は
、

「
政
策
判
断
は
住
民
訴
訟
で
争

え
な
い
」
と
の
確
定
判
決
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
税
金
で
弁
護
士

を
つ
け
な
く
て
も
対
応
可
能
な

の
で
は
な
い
か
。

【
答
】市
と
し
て
も
そ
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
が
、
庁
舎
建
設
へ

の
影
響
を
考
え
る
と
、
万
が
一

に
も
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
の
で
弁
護
士
に
依
頼
し
た
。

【
問
】住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、

一
度
は
承
認
を
も
ら
っ
て
い
る

た
め
、
再
度
策
定
委
員
会
を
開

催
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

【
答
】今
回
市
の
不
手
際
で
再
度

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

策
定
委
員
の
方
に
は
最
後
ま
で

か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
思
い
で
提
案
し
て
い
る
。

全
会
一
致
で
可
決

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
市
の
不
備
に
よ
り
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
を
再

度
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
市
長
給
与
か
ら
委
員
報
酬

相
当
分

１２
万
８
千
円
を
減
額
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

【
問
】今
回
市
長
が
全
額
分
を
減

額
し
、
副
市
長
は
対
象
外
だ
が
、

そ
の
経
緯
は
。

【
答
】今
回
市
長
と
相
談
も
し
た

が
、
市
長
と
し
て
責
任
を
取
り

た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

【
問
】職
員
の
責
任
も
明
確
に
し

な
い
と
職
員
の
育
成
に
つ
な
が

ら
な
い
と
考
え
る
が
。

【
答
】担
当
者
に
は
、
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
完
成
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
よ
う
指
示
し

て
い
る
。

【
問
】ミ
ス
が
繰
り
返
さ
れ
て
お

り
、
根
本
的
に
業
務
シ
ス
テ
ム

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
答
】し
ば
ら
く
は
現
在
の
シ
ス

テ
ム
の
中
で
改
善
を
図
り
た
い
。

 

反
対
討
論

　
こ
れ
だ
け
の
ミ
ス
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
の
に
、
業
務
シ
ス

テ
ム
の
抜
本
的
な
改
革
に
前
向

き
で
な
い
の
は
、
問
題
の
根
本

的
な
部
分
が
見
過
ご
さ
れ
て
お

り
、
委
員
報
酬
相
当
分
の
減
額

で
す
む
話
で
は
な
い
と
考
え
反

対
す
る
。
　
　
　
　
　（
藤
尾
）

賛
成
少
数
で
否
決

第43号議案

第44号議案

第45号議案

第46号議案

第47号議案

第48号議案

第49号議案

第50号議案

第51号議案

第53号議案

第54号議案

第55号議案

第56号議案

第57号議案

第58号議案

議 員 提 出
第1号議案

同意第7号

同意第8号

一般会計補正予算（第1号）

臨時又は非常勤の嘱託員等の報酬及び
費用弁償に関する条例の一部改正

特別職の職員で常勤のものの給与に関す
る条例及び教育長の給与、旅費等に関す
る条例の一部改正

税条例の一部改正

国民健康保険税条例の一部改正

暴力団の排除の推進に関する条例制定

駐車場条例の制定

北播磨清掃事務組合規約の一部変更

新庁舎建設工事請負契約締結

市道路線の廃止

市道路線の認定

字の区域の変更

小型動力ポンプ付積載車等の購入

一般会計補正予算（第２号）

特別職の職員で常勤のものの給与に関す
る条例の一部改正

市長の専決処分事項の指定

固定資産評価員の選任

人権擁護委員の推薦
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委 員 会 報 告

同一所有者であるので
一体的に画地認定すべ
きなのに別々に評価し
てしまった事例

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8�
9

イルミネーション設置事業
ケーブルテレビ事業（ＩＰ電話）
特定健診事業
地区管理防犯灯電気代補助事業
障害者福祉年金
ひとり親等福祉年金
農作物等獣害防護対策事業
就労支援室運営事業
マラソン大会実行委員会補助金

B

A

B

A

A

B

B

確かな学力の定着

豊かな人間性の育成

健康体づくり

安全・安心で信頼される学校づくり

青少年の健全育成

生きがいづくり

芸術・文化活動の振興および実施

項　　目 評価

B

B

B

B

B

A

A

文化財保護の推進と活用

生涯スポーツの普及と振興

施設の管理・運営

共に生きる社会の実現

男女共同参画事業の推進

市立図書館の充実

教育委員会の運営

項　　目 評価

（評価はＡ～Ｄの４段階）

課
税
修
正
に
つ
い
て

　
平
成

２１
年
度
に
行
っ
た
固
定

資
産
評
価
替
え
の
際
、
旧
３
町

間
で
異
な
っ
て
い
た
評
価
手
法

を
統
一
し
た
が
、
社
・
東
条
地

域
の
一
部
に
お
い
て
本
来
行
う

べ
き
で
は
な
い
補
正
を
実
施
し
、

低
い
金
額
で
課
税
し
て
い
た
。

地
方
税
法
の
規
定
に
も
と
づ
き
、

３
年
前
に
さ
か
の
ぼ
り
評
価
額

を
修
正
し
課
税
す
る
。

（
３
７
４
筆
６
６
８
万
６
３
３

１
円
。
※
一
筆
ご
と
の
積
算
で
あ
る

た
め
、
免
税
点
処
理
や
端
数
処
理
を

す
る
前
の
数
値
。）

【
問
】現
地
を
確
認
し
て
い
れ
ば

進
入
路
の
有
無
な
ど
は
す
ぐ
に

わ
か
る
は
ず
で
は
な
い
か
。

【
答
】地
番
図
で
確
認
し
て
不
自

然
な
土
地
は
、
当
然
現
地
確
認

を
行
う
べ
き
だ
が
、
当
時
の
作

業
に
お
い
て
怠
っ
て
い
た
。

【
問
】市
が
評
価
を
し
て
お
い
て
、

後
か
ら
間
違
っ
て
い
た
の
で
課

税
し
ま
す
、
と
い
う
の
は
市
民

の
理
解
は
得
ら
れ
る
か
。
ま
た

法
的
に
可
能
な
の
か
。

【
答
】法
的
に
は
、
市
長
は
５
年

以
内
で
あ
れ
ば
修
正
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

【
問
】こ
の
よ
う
な
こ
と
は
職
務

怠
慢
で
は
な
い
の
か
。

【
答
】制
度
を
十
分
認
識
せ
ず
、

間
違
っ
て
デ
ー
タ
を
入
力
し
て

し
ま
っ
た
結
果
と
い
う
こ
と
で
、

職
務
怠
慢
と
ま
で
は
言
い
切
れ

な
い
。

【
問
】対
象
者
の
理
解
が
得
ら
れ

る
と
は
思
え
な
い
が
。

【
答
】容
易
で
は
な
い
と
考
え
る

が
、
現
在
の
担
当
課
総
出
で
説

明
に
回
る
な
ど
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

　
米
田
地
区
（
特
に
交
通
空
白

地
域
の
畑
・
廻
渕
・
湖
翠
苑
・

池
之
内
）
を
対
象
に
進
め
て
い

る
自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
、

事
業
の
進
捗
状
況
の
報
告
を
受

け
た
。

【
問
】並
行
し
て
走
る
路
線
バ
ス

の
運
賃
が
４
４
０
円
だ
か
ら
、

自
主
運
行
バ
ス
の
運
賃
が
片
道

４
０
０
円
（
※
）
と
い
う
こ
と

だ
が
、
路
線
バ
ス
に
配
慮
し
す

ぎ
で
は
な
い
か
。
料
金
に
つ
い

て
見
直
す
べ
き
で
は
。

【
答
】関
係
機
関
と
さ
ら
に
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
。

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

　
３
月
定
例
会
で
事
業
仕
分
け

市
民
判
定
人
の
報
酬
に
関
す
る

条
例
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
今
回
は
無
報
酬
で
市
民
判

定
人
を
依
頼
す
る
。
ま
た
、
仕

分
け
結
果
の
予
算
へ
の
反
映
方

針
な
ど
を
議
会
等
に
報
告
す
る

な
ど
、
手
法
も
改
善
す
る
。
　

　
今
年
度
は
市
当
局
よ
り
提
案

の
あ
っ
た
左
表
の
９
事
業
か
ら
、

委
員
会
に
お
い
て
６
事
業
（
○

の
つ
い
て
い
る
も
の
）
を
対
象

事
業
と
し
て
選
定
し
た
。

　
８
月

１２
日
に
実
施
予
定
。

【
問
】無
報
酬
で
市
民
判
定
人
を

依
頼
す
る
こ
と
に
理
解
は
得
ら

れ
る
の
か
。

【
答
】代
表
区
長
会
で
区
長
様
方

を
通
じ
て
依
頼
し
よ
う
と
考
え

て
い
た
が
、
無
報
酬
で
委
員
を

推
薦
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
は
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

教
育
委
員
会
点
検
と
評
価

　
平
成

２３
年
度
教
育
委
員
会
の

点
検
と
評
価
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
。

【
問
】４
段
階
評
価
で
Ａ
評
価
が

並
ん
で
お
り
、
良
い
こ
と
だ
と

は
思
う
が
、
相
対
的
に
評
価
が

甘
い
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ

た
の
で
Ａ
評
価
と
し
て
い
る
も

の
が
多
い
が
、
も
ち
ろ
ん
課
題

が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら

に
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

７ 加東市 議会だより Ｎｏ.２２

総
務
文
教
常
任
委
員
会

（
※
）
５
月
１
日
の
委
員
会
で
は
、

案
と
し
て
４
０
０
円
で
示
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
社
市
街
地

ま
で
乗
車
し
て
も
３
０
０
円
の

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。



奥菱池洪水吐

主要地方道小野藍線（天神バイパス）工程（案）大石橋

 主な事業
・農業者戸別所得補償制度推進事業
・特産物加工開発支援事業　　　・山田錦振興事業
・農地・水保全管理支払推進事業
・有害鳥獣被害対策事業
・県単独緊急ため池整備事業
・県営基幹水利施設補修事業
・国土調査事業
・商工会との共同事業による地域活性化実施計画の策定
・三草山登山口の整備計画
・道の駅とうじょうの農産物直売の施設整備

 主な事業
・水道施設安定供給化事業
・水道施設台帳管理事業
・お客様センター委託事業
・汚水処理施設効率化事業
・下水道施設等整備事業
・合併浄化槽設置事業
・下水道施設台帳整備事業
・耐震型緊急貯留槽の設置
・流域下水道維持・建設負担金事業

 主な事業
・平池公園の再生整備
・公園施設長寿命化計画策定事業
・交通安全対策施設整備事業
・小、中学校通学路の歩行帯整備
・市営住宅管理事業
・土地区画整理事業
・ユニバーサル社会づくり

工 区

天神中央

天神東

掎鹿谷

東条川

長　貞

交差点改良

区画整理区間

用地交渉
難航区間

事業促進区間

橋 梁 区 間

交差点改良

内 容 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

平
成
27
年
度
初
め
天
神
バ
イ
パ
ス
供
用

用地買収

舗装工事

用地境界確定

　道路改良工事（※予算配分あれば工事を進捗）

改良・舗装工事

舗装工事

用地交渉(※難航すれば時間を要す)

道路改良工事 （水道工事その他）

交差点改良工事

※用地買収の状況によっては、供用は後年度に遅期する。

交差点工事

仮供用（道路管理者に
ついて調整を要する）

橋梁上部工

加
東
市
総
合
計
画
３
か
年
実
施

計
画
（
平
成
２４
〜
２６
年
度
）
に

つ
い
て

農
林
課
・
農
村
整
備
課
・
地
域

振
興
課

【
問
】山
田
錦
振
興
事
業
の
学
校

の
支
援
と
は
。

【
答
】西
宮
市
の
仁
川
学
院
小
学

校
と
田
植
え
、
稲
刈
り
の
交
流

を
し
て
い
る
。

【
問
】有
害
鳥
獣
の
被
害
は
増
え

て
い
な
い
の
か
。

【
答
】被
害
は
、
地
域
、
年
度
に

よ
っ
て
違
っ
て
い
る
。

【
問
】国
土
調
査
の
精
度
は
ど
の

程
度
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】測
量
機
器
の
高
度
化
に
よ

り
差
異
が
少
な
く
な
り
、
精
度

は
高
く
な
っ
て
い
る
。

【
問
】道
の
駅
と
う
じ
ょ
う
の
農

産
物
直
売
の
施
設
整
備
は
、
補

助
金
か
出
資
金
か
。

【
答
】補
助
金
で
あ
る
。

【
問
】委
託
販
売
は
コ
ス
モ
ス
会

だ
け
な
の
か
。

【
答
】市
内
の
方
で
あ
れ
ば
、
可

能
で
あ
る
。

土
木
課
・
都
市
整
備
課

【
問
】公
園
施
設
長
寿
命
化
と
は
。

【
答
】公
園
施
設
の
点
検
を
平
成

２４
年
度
に
し
て
、
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
削
減
に
向
け
た
修
繕
計
画

と
公
園
台
帳
を
新
し
く
す
る
。

管
理
課
・
工
務
課

【
問
】開
栓
手
数
料
は
。

【
答
】千
円
で
あ
る
。

【
問
】水
道
代
未
納
に
よ
る
給
水

停
止
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
。

【
答
】お
客
様
セ
ン
タ
ー
と
市
職

員
で
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

【
問
】小
野
市
黍
田
町
に
あ
る
流

域
下
水
道
処
理
場
の
進
捗
状
況

は
。

【
答
】加
古
川
上
流
の
上
部
利
用

施
設
の
Ⅰ
期
分
は
終
了
し
、
５

月
１９
日
に
芝
生
広
場
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
た
。

 

現
地
調
査

県
単
独
緊
急
た
め
池
整
備
事
業

　
　
　
　
　（
永
福
　
奥
菱
池
）

【
現
況
と
改
修
の
必
要
性
】

・
洪
水
吐
付
近
の
漏
水
が
大
。

・
堤
体
断
面
は
、
侵
食
が
ひ
ど

　
く
土
嚢
等
で
応
急
処
置
。

・
洪
水
吐
は
、
大
雨
に
よ
り
損

　
傷
し
土
嚢
で
修
理
。

・
取
水
施
設
は
、
底
樋
が
機
能

　
せ
ず
、
木
栓
で
あ
り
使
用
困

　
難
。平

成
２４
年
度
完
成
予
定
。

市
道
東
条
社
線
（
東
垂
水
・
厚

利
大
石
橋
）

大
石
橋
は
平
成
２４
年
７
月
完
成

予
定
、
通
行
は
未
定
。

天
神
東
掎
鹿
谷
土
地
区
画
整
理

事
業

　
平
成
２７
年
度
完
成
予
定
。

県
道
小
野
藍
本
線
（
天
神
バ
イ

パ
ス
）

平
成
２７
年
度
初
め
供
用
目
標
。

８加東市 議会だより Ｎｏ.２２

産
業
建
設
常
任
委
員
会

地
域
整
備
部

上
下
水
道
部

建

設

部



入 院 収 益
外 来 収 益
そ の 他
医業外収益
特 別 利 益
合 計
給 与 費
材 料 費
そ の 他
医 業 外 費 用
特 別 損 失
合 計

総 収 支 差 引
年間延入院患者数
年間延外来患者数
病 床 利 用 率
給 与 費 比 率

１，２６４,７４７
５１８，１８４�
２１８，５０３�
２００，０４５�
１５０，０００�
２，３５１，４７９�
１，４６７，１４１�
３１７，７８６�
６０２，４０４�
５５，２３４�
３，６１２�

２，４４６，１７７�
△９４，６９８�
３９，８４２人�
６０，５８４人�
７８．４％�
７３．３％

収

益

費

用

平成23年度

加東市民病院事業会計決算見込状況
［単位：千円］

加
東
市
民
病
院
の
新
体
制
に
つ

い
て

　
外
科
医
師
の
う
ち
３
名
が
退

職
し
、
平
成
２４
年
度
か
ら
医
師

１４
名
体
制
と
い
う
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
で
運
営
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
加
東
市
民
病
院
の
新

体
制
に
つ
い
て
、
金
岡
新
院
長

の
思
い
や
診
療
体
系
、
ま
た
平

成
２３
年
度
決
算
見
込
み
の
状
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

 

診
療
体
系

・
外
科
に
つ
い
て
は
医
師
が
５

名
か
ら
２
名
に
な
っ
た
が
、
外

来
診
療
は
減
ら
さ
ず
、
手
術
は

鳥
取
大
学
か
ら
の
講
師
や
近
隣

の
病
院
か
ら
の
研
修
医
の
派
遣

を
受
け
、
い
ま
ま
で
の
診
療
体

系
を
維
持
す
る
。

・
眼
科
は
、
今
ま
で
金
曜
日
の

み
の
診
療
だ
っ
た
が
、
市
立
加

西
病
院
と
応
援
協
定
を
結
び
火

曜
日
も
診
療
す
る
。

病
院
職
員
数
（
４
月
１
日
現
在
）

・
医
師
１４
名
、
看
護
職
１
０
７

名
、
医
療
技
術
職
２９
名
、
事
務

職
２０
名
、
技
能
労
務
職
２０
名
、

病
休
・
休
職
３
名
で
合
計
１
９

３
名
（
臨
時
職
員
含
む
）
で
の

体
制
で
あ
る
。

 

金
岡
院
長
の
抱
負

　
近
隣
に
市
立
病
院
・
公
立
病

院
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、
市

民
に
選
ば
れ
る
病
院
と
な
る
た

め
に
、
働
い
て
い
る
医
師
、
看

護
師
、
そ
の
他
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
の
顔
が
見
え
て
こ
の
先
生
だ

っ
た
ら
、
こ
の
看
護
師
だ
っ
た

ら
診
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
病
院
を
目
指
し
た
い
。

【
問
】医
師
が
３
名
減
れ
ば
診
療

量
も
減
に
な
り
、
必
然
的
に
看

護
師
の
人
数
も
減
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

【
答
】医
師
の
み
で
収
益
を
上
げ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム

と
し
て
看
護
師
や
い
ろ
い
ろ
な

医
療
職
も
い
て
成
り
立
っ
て
お

り
、
現
在
の
看
護
師
数
は
必
要

で
あ
る
。

【
問
】今
後
の
病
院
の
方
向
性
は
。

【
答
】長
期
療
養
が
増
え
介
護
と

の
連
携
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
域
に
出
か
け
て
声
を
聴
く
な

ど
、
あ
る
程
度
の
医
療
水
準
を

保
ち
な
が
ら
地
域
に
密
着
し
た

病
院
を
目
指
し
た
い
。

ケ
ア
ホ
ー
ム
か
と
う
に
つ
い
て

・
平
成
２３
年
度
の
ケ
ア
ホ
ー
ム

か
と
う
の
決
算
見
込
み
に
つ
い

て
は
、
例
年
と
ほ
ぼ
同
じ
見
込

み
で
歳
入
歳
出
と
も
４
億
４
２

６
６
万
１
千
円
で
あ
る
。

・
職
員
数
は
嘱
託
・
日
々
雇
用

を
合
わ
せ
て
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
か

と
う
３０
名
、
居
宅
介
護
３
名
、

訪
問
看
護
８
名
の
合
計
４１
名
で

運
営
し
て
い
る
。

上
中
埋
立
処
分
地
に
つ
い
て

　
加
東
市
社
地
域
か
ら
出
る
不

燃
物
、
土
砂
、
レ
ン
ガ
、
ブ
ロ

ッ
ク
等
を
受
け
入
れ
る
処
分
地
。

埋
立
地
面
積
は
１
３
３
０
３
㎡

で
、
海
抜
７５
ｍ
ま
で
埋
め
立
て

る
計
画
。
残
余
容
量
は
１
万
９

千
　
あ
り
、
相
当
期
間
の
受
け

入
れ
が
可
能
で
あ
る
。
全
土
地

が
借
地
で
あ
り
、
平
成
２４
年
度

は
用
地
買
収
の
準
備
と
し
て
境

界
立
会
、
測
量
の
実
施
、
土
地

の
鑑
定
評
価
を
行
う
。

【
問
】受
け
入
れ
が
社
地
域
限
定

と
の
こ
と
だ
が
、
滝
野
地
域
か

ら
搬
入
で
き
る
方
策
は
な
い
の

か
。

【
答
】上
中
地
区
の
了
解
が
得
ら

れ
れ
ば
処
理
計
画
を
変
更
す
る

こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
。
用

地
買
収
の
話
の
中
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

【
問
】現
在
の
搬
入
量
だ
と
満
杯

ま
で
５０
数
年
か
か
る
と
思
う
が

そ
の
ま
ま
処
分
場
と
し
て
運
営

し
て
い
く
の
か
。

【
答
】大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の

埋
め
立
て
も
、
共
同
利
用
に
よ

り
期
間
が
限
ら
れ
て
い
る
。
加

東
市
と
し
て
処
分
地
を
持
っ
て

お
き
た
い
。

平
成
２３
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

　
５
０
９
５
世
帯
、
９
０
２
７

人
が
加
入
し
て
い
る
。
歳
入
３６

億
７
６
０
６
万
７
千
円
、
歳
出

３５
億
４
９
４
２
万
４
千
円
と
な

り
差
引
１
億
２
６
６
４
万
３
千

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
主
な
要

因
は
、
思
っ
た
よ
り
医
療
費
が

低
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

保
険
税
収
納
率
は
、
滞
納
繰
越

分
を
含
め
て
７２
・
３１
％
と
な

る
見
込
み
。

福
祉
医
療
制
度
に
つ
い
て

　
老
人
医
療
費
、
母
子
家
庭
等

医
療
費
、
障
害
者
医
療
費
の
助

成
制
度
で
は
兵
庫
県
の
制
度
に

準
じ
て
事
業
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
ど
も
医
療
費
、
乳
幼
児
医
療

費
に
つ
い
て
は
よ
り
充
実
し
た

助
成
を
行
っ
て
い
る
。
福
祉
医

療
の
受
給
者
は
６
千
人
を
超
え
、

平
成
２３
年
度
の
福
祉
医
療
費
助

成
額
合
計
は
、
約
２
億
３
７
９

７
万
円
で
あ
る
。

【
問
】こ
ど
も
医
療
費
助
成
で
中

学
３
年
生
ま
で
無
料
化
す
る
な

ら
い
く
ら
必
要
か
。

【
答
】中
学
生
で
約
１
５
０
０
万

円
必
要
と
な
る
。
近
隣
市
の
状

況
や
、
議
会
で
の
指
摘
を
受
け
、

無
料
化
に
つ
い
て
早
期
に
実
現

す
べ
く
準
備
を
進
め
た
い
。

９ 加東市 議会だより Ｎｏ.２２

厚

生

常

任

委

員

会

ｍ３



ア.7

イ.5

ウ.3

無回答.1

ア.7

イ.4

ウ.3

無回答.2

ア.5

イ.7

ウ.3

無回答.1

ア.5

イ.10

無回答.1

ア.2

イ.11

ウ.2

無回答.1

イ.12

ウ.4

ア.1

イ.12

ウ.1

無回答.2

・もっと参加者が多くなるよう努力してほしい。
・報告会の時間はせめて3時間は必要ではないか。
・初めて参加し、色々なことがわかってよかったので、広 
　く皆に知ってほしいと思った。
・前回より進歩していた。
・口頭の報告はわかりづらいので、資料化し配布して説 
　明したほうが理解が得やすいのではないか。
・昨年よりも数段わかりやすくよかった。
・新聞等で加東市の情報が多く出るようＰＲもしてほしい。

　平成２４年度第１回加東市議会報告会を、５月１７日（木）滝野図書館、１９日（土）とどろき荘、２０日（日）社多
目的研修館の３会場で開催しました。各会場にご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。多くのご意
見をいただいたこと、アンケートにご回答いただいたことにつきましては、今後の議会活動に充分参考にさせて
いただき、議会運営を活発にしてまいりますので、ご理解のほどよろしくお願いします。なお、本誌には主な内容
のみを掲載しています。
　また、ご質問ご要望につきましては、理事者の答弁を聞いた上で議長名で個別に回答させていただきました。
ご協力ありがとうございました。

１０加東市 議会だより Ｎｏ.２２

開催状況及び集計結果

開催日

５月１７日
５月１９日
５月２０日

場　　所

滝 野 図 書 館
と ど ろ き 荘
社多目的研修館

計

アンケート
回 収 数
６通
３通
７通
１６通

出席者
（市内）

出席者
（市外）

８
７
８
２３

５�
９�
５�
１９

H24.5.17～5.20
【自由記述欄の主なご意見】

設問及び回答
１．報告会の内容について

ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい
無回答

① 報告の時間

② 質問に対する
　 答弁の内容
ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい
無回答

２．時間について

ア.長い
イ.ちょうどよい
ウ.短い
無回答

② 質疑の時間
ア.長い
イ.ちょうどよい
ウ.短い

① 報告の内容

③ 開催時間
ア.早い
イ.ちょうどよい
ウ.遅い
無回答

３.資料の内容について
ア.わかりやすい
イ.どちらともいえない
ウ.わかりにくい
無回答

４．評価について
ア.評価できる
イ.どちらともいえない
ウ.評価できない
無回答

■ 議会報告会アンケート ■ H24.5.17～5.20



加東市民病院

加東市役所社庁舎

　日本経済新聞社調査の
議会改革ランキング（『日
経グローカル』１９６号）にお
いて、加東市議会は全国８
０４市区中４１位（前回２４６
位）、兵庫県内では２９市
中３位（前回１４位）となりま
した。
　議会基本条例にもとづき、
議会報告会・録画中継等
の議会改革に取り組んで
きましたが、「市民に開か
れた信頼される議会」をめ
ざしてさらなる改革に取り
組んでまいります。

議会改革ランキング
全 国４１位に

１１ 加東市 議会だより Ｎｏ.２２

議
案
説
明
に
関
す
る
質
疑
応
答

介
護
保
険
に
つ
い
て

【
問
】加
東
市
の
介
護
保
険
料
が

近
隣
よ
り
も
高
い
よ
う
だ
が
、

保
険
料
の
未
納
が
多
い
か
ら
か
。

【
答
】介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら

天
引
き
の
た
め
、
９９
・
８
％
納

付
さ
れ
て
い
る
。
介
護
保
険
第

５
期
計
画
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド
数
の
増
床
、

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
や
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
・
認

定
者
が
他
市
町
よ
り
多
い
た
め

保
険
料
に
跳
ね
返
っ
て
き
た
。

加
東
市
民
病
院
に
つ
い
て

【
問
】総
務
省
が
病
院
改
革
プ
ラ

ン
を
出
し
て
い
る
が
、
加
東
市

民
病
院
は
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

【
答
】２４
年
度
か
ら
２６
年
度
の
３

年
間
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

評
価
委
員
会
の
指
摘
も
あ
り
策

定
中
で
あ
る
。

【
問
】市
民
病
院
は
公
営
企
業
法

の
全
部
適
用
を
行
っ
て
い
る
か
。

【
答
】全
部
適
用
は
行
っ
て
い
な

い
。

【
問
】加
東
市
民
病
院
経
営
改
革

特
別
委
員
会
の
設
置
が
否
決
さ

れ
て
い
る
。
検
討
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】厚
生
常
任
委
員
会
と
し
て

も
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
問
】北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
が
出
来
て
い
る
が
、
加
東
市

民
病
院
の
位
置
付
け
は
ど
う
な

る
の
か
。

【
答
】高
齢
者
の
入
院
も
多
く
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
加
東

市
民
の
た
め
に
は
重
要
と
考
え

る
。

【
問
】出
資
金
１
億
５
千
万
円
は

市
民
の
税
金
で
あ
る
。
議
会
は

な
ぜ
賛
成
だ
っ
た
の
か
。

【
答
】経
営
的
に
は
非
常
に
厳
し

い
。
出
資
が
無
い
と
破
綻
す
る
。

現
在
入
院
中
の
方
に
は
た
ち
ま

ち
困
惑
す
る
状
況
に
な
り
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

【
問
】病
院
の
心
機
一
転
の
改
革

と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

【
答
】平
成
２３
年
度
末
で
院
長
含

む
外
科
医
３
名
が
退
職
。
今
後

は
新
院
長
が
自
ら
地
域
に
出
向

き
、
市
民
が
出
資
し
て
い
る
病

院
と
し
て
の
認
識
の
も
と
、
利

用
向
上
に
強
い
思
い
を
厚
生
常

任
委
員
会
で
発
言
さ
れ
て
お
り
、

議
員
も
意
識
改
革
や
経
営
改
革

に
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】市
民
病
院
に
つ
い
て
根
本

的
な
と
こ
ろ
が
欠
け
て
い
る
。

赤
字
補
て
ん
を
続
け
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
議
会
で
実
態
を
精

査
し
て
ほ
し
い
。

【
答
】市
民
病
院
と
し
て
も
西
脇
、

小
野
等
の
急
性
期
を
終
え
た
方

を
、
と
い
う
方
向
性
も
あ
る
の

で
少
し
長
い
目
で
見
て
い
き
た

い
。

【
問
】加
東
市
民
病
院
に
つ
い
て

１
６
７
床
は
今
も
交
付
税
の
対

象
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
答
】病
床
数
１
６
７
床
を
対
象

に
交
付
税
は
算
入
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
加
東
市
民
病
院
の

病
床
稼
働
率
は
約
７８
％
で
あ
る
。

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い

て【問
】住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
で
不
適
切
な
処
理
を
し
た
こ

と
で
当
時
の
職
員
の
弁
償
金
を

を
寄
付
金
で
受
け
た
の
は
な
ぜ

か
。

【
答
】退
職
し
た
元
課
長
含
む
関

係
職
員
か
ら
、
損
害
額
に
見
合

う
金
額
を
返
納
す
る
申
し
出
が

あ
り
、
市
と
し
て
は
会
計
処
理

と
し
て
寄
付
金
扱
い
の
方
法
し

か
な
か
っ
た
と
報
告
を
受
け
た
。

【
問
】建
設
部
長
や
技
監
は
押
印

し
て
い
る
。
委
員
会
と
し
て
も

っ
と
追
及
す
べ
き
で
な
か
っ
た

の
か
。
技
監
は
処
分
を
受
け
て

い
な
い
。
責
任
は
な
い
の
か
。

【
答
】技
監
は
県
の
方
で
処
分
を

受
け
る
。
当
時
の
建
設
部
長
、

副
課
長
、
主
幹
職
員
も
訓
告
処

分
を
受
け
て
い
る
。

【
問
】告
訴
さ
れ
た
か
ら
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
が
進
ま
な
か

っ
た
と
書
い
て
あ
る
が
、
年
度

内
に
や
る
べ
き
だ
。
議
員
は
こ

れ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
は
、
２４
年
度
へ
繰
り
越

し
た
。
管
理
職
員
の
刑
事
告
発

も
あ
り
、
書
類
等
も
警
察
に
押

収
さ
れ
た
こ
と
で
作
業
も
遅
れ

た
と
の
こ
と
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
経

緯
か
ら
受
託
し
て
く
れ
る
業
者

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

不
法
投
棄
に
つ
い
て

【
問
】滝
野
工
業
団
地
不
法
投
棄

処
理
費
用
２
２
０
３
万
１
３
９

４
円
の
内
訳
は
。

【
答
】積
込
費
３
０
７
万
６
５
０

０
円
、
運
搬
費
１
６
７
万
５
８

０
０
円
、
処
分
費
１
７
２
７
万

９
０
９
４
円
。

【
問
】ど
こ
で
処
理
し
た
の
か
。

【
答
】姫
路
の
産
業
廃
業
物
処
理

業
者
で
検
査
・
洗
浄
し
な
が
ら

処
理
を
し
た
と
の
こ
と
。

【
問
】処
理
単
価
１
ト
ン
当
た
り

１
万
９
千
円
は
高
い
の
で
は
な

い
か
。
通
常
で
あ
れ
ば
残
土
処

分
が
発
生
す
る
の
で
、
所
有
者

と
は
そ
の
あ
た
り
も
精
査
し
た

の
か
。

【
答
】精
査
し
た
上
で
の
数
字
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

新
庁
舎
に
つ
い
て

【
問
】庁
舎
は
災
害
時
の
重
要
拠

点
だ
と
考
え
る
。
現
庁
舎
の
耐

震
性
は
震
度
い
く
ら
ま
で
持
つ

の
か
。
持
た
な
い
よ
う
で
あ
れ

ば
早
く
新
庁
舎
を
建
て
、
現
庁

舎
は
壊
す
べ
き
だ
。

【
答
】現
社
庁
舎
に
つ
い
て
は
耐

震
構
造
で
は
な
く
、
震
度
５
以

上
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
。

意
見
交
換
会
「
加
東
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
」

【
問
】監
査
委
員
と
し
て
長
い
の

は
内
部
の
組
織
の
一
員
と
し
て

見
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
の
で
は
。

【
答
】監
査
委
員
が
長
年
に
な
る

こ
と
は
一
長
一
短
あ
る
と
思
う

が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
公
会

計
の
中
で
民
間
会
計
を
取
り
入

れ
る
べ
き
と
の
議
論
も
あ
り
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

【
問
】加
東
市
で
は
議
員
定
数
が

次
回
改
選
時
は
１６
名
に
な
る
。

市
議
会
で
は
会
派
が
大
事
と
思

う
が
、
会
派
は
無
い
の
か
。
作

る
動
き
は
あ
る
の
か
。

【
答
】議
会
基
本
条
例
で
も
会
派

の
届
け
は
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
届
け
出
は
１

会
派
で
あ
る
。

【
問
】加
東
市
で
は
豊
富
な
水
利

が
あ
る
。
水
車
で
電
力
を
起
こ

し
、
そ
の
電
力
を
公
共
施
設
や

観
光
に
利
用
し
て
は
。

【
答
】検
討
課
題
で
も
あ
る
。



胃 透 視 検 査

空 き 家
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藤
田 

靖
夫

問答問答問答問答

磯
貝 

邦
夫

「
空
き
家
・
空
き
地
等
の
適
正
管
理
」
に
つ
い
て

滝
野
工
業
団
地
内
の

　
　
　
　
不
法
投
棄
後
の
状
況
に
つ
い
て

ま
ち
ぐ
る
み
総
合
健
診
の
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
と

胃
が
ん
リ
ス
ク（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）検
診
に
つ
い
て

問答

問答

　
　
滝
野
工
業
団
地
内
の
不
法
投
棄
後
の
進
捗
状
況
と

懸
賞
金
、
さ
ら
な
る
看
板
設
置
、
告
訴
、
告
発
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
立
て
看
板
、
工
業
団
地
内
の

企
業
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
り
情
報
収
集
に
鋭
意
努

め
て
い
る
。
告
訴
に
つ
い
て
は
、
不
法
投
棄
物
が

１０
年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
科
学
判
定
に
よ
り
判
明
し

た
の
で
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
も
継
続
し
て

情
報
提
供
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
と
も
に
、
再
発
防
止

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

解
体
廃
止
に
な
っ
た
社
中
央
体
育
館
を
主
と
し
た
複
合

施
設
建
設
に
つ
い
て

　
　
嬉
野
公
民
研
修
所
跡
地
（
約
6
千
坪
）
の
県
所
有

地
の
無
償
譲
渡
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
知
事
と
の
懇
談
に
よ
り
前
向
き
な
回
答
を
得
て
お

り
、
継
続
し
て
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
譲
渡
後
に
は
廃
止
さ
れ
た
社
中
央
体
育
館
を
は
じ

め
複
合
施
設
建
設
の
展
望
に
つ
い
て
。

　
　
箱
物
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
等
市
民
利
用
度
を
検
討
し
、
将
来
的
に
は
複
合

施
設
に
つ
い
て
も
柔
軟
な
考
え
方
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。
社
第
一
体
育
館

へ
の
移
動
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
移
動
後
の
現
場

へ
行
き
要
望
等
を
受

け
改
善
し
て
い
き
た
い
。

　
　
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
は
、
検
査
時
に
バ
リ
ウ
ム
を
飲

む
の
が
辛
い
、
ゲ
ッ
プ
を
我
慢
し
な
い
と
い
け
な
い
、

検
査
後
バ
リ
ウ
ム
を
出
す
と
き
に
苦
し
い
、
吐
き
気
を

催
す
人
が
あ
る
な
ど
検
査
を
嫌
が
る
方
が
あ
り
、
他
の

検
査
項
目
に
比
べ
受
診
率
が
低
く
受
診
者
が
固
定
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
検
査
時
の
被
ば
く
量
も
多
い
。

　
最
近
、
胃
が
ん
の
危
険
要
因
で
あ
る
ピ
ロ
リ
菌
感
染

と
萎
縮
性
胃
炎
を
血
液
検
査
で
簡
単
に
判
定
で
き
る
胃

が
ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診
が
早
期
発
見
に
有
効
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
血
液
検
査
は
5
年
に
一
度
程
度
で
よ
く
、
検
査
結
果

で
リ
ス
ク
の
あ
る
人
を
中
心
に
内
視
鏡
検
査
を
受
け
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
加
東
市
も
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
胃
が
ん
の
原
因
の
多
く
が
ピ
ロ
リ
菌
で
あ
る
と
の

研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
平
成

２３
年
度
か
ら
集
団
健
診

で
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
先
進
的
に
採
り
入
れ
て
い
る

群
馬
県
高
崎
市
等
の
受
診
情
報
の
収
集
、
国
の
指
針
、

近
隣
市
町
の
状
況
等
を
注
視
し
て
、
費
用
対
効
果
等
の

検
証
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
加
東
市
の
創
業
支
援
政
策
に
つ
い
て

　
　
近
年
、
高
齢
化
や
遠
隔
地
へ
の
居
住
、
ま
た
経
済

的
事
情
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
空
き
家
・
空
き
地
等
が

目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
不
完
全
な
管
理
に
よ
る
影

響
が
近
隣
住
民
に
不
安
を
抱
か
せ
た
り
、
迷
惑
を
受
け

た
り
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。

　
市
と
し
て
、
管
理
不
全
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
安
全
で
良
好
な
景
観
及
び
住
環
境
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。「
空
き
家
・
空
き
地
等
の
適
正
な
管
理
及
び

利
活
用
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
対
応
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
加
東
市
内
に
お
け
る
空
き
家
・
空
き
地
に
関
す
る

実
態
は
全
体
と
し
て
把
握
し
て
い
な
い
。
過
去
３
年
間

で
１４
件
の
苦
情
や
相
談
が
あ
っ
た
。
空
き
地
に
関
し
て

は
「
加
東
市
良
好
な
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
で

の
対
応
は
可
能
と
考
え
て
い
る
が
、
空
き
家
対
策
と
し

て
は
現
行
の
条
例
で
の
対
応
は
不
十
分
で
あ
る
。

　
市
と
し
て
ど
こ
ま
で
関
わ
っ
て
い
け
る
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
る
。
市
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
現
行
の
条
例
や
上
位
の
法
律
と
の
整
合
調
整
、

家
族
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
個
人
の
資
産
で
あ
る
こ
と

も
十
分
に
配
慮
し
つ
つ
、

条
例
制
定
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
調
査
研
究
を
し
て

い
く
。
ま
た
空
き
家
・
空

き
地
等
の
利
活
用
に
つ
い

て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
紫 

泰
良

一 般 質 問



嬉 野 東 地 区 の 水 道 施 設

体 育 館 使 用 後 の 清 掃 の 様 子

介護マーク
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問答

岸
本
眞
知
子

小
川 

忠
市

公
共
施
設（
体
育
関
係
）の
管
理
体
制
に
つ
い
て

水
道
公
営
化
推
進
に
対
す
る

　
　
　
　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て
再
度
問
う

「
介
護
マ
ー
ク
」
の
配
布
と

　
　
徘
徊
高
齢
者
早
期
発
見
対
策
に
つ
い
て

問答

問答問答

　
　「
女
性
用
ト
イ
レ
で
認
知
症
の
妻
の
介
護
を
し
て

い
た
ら
不
審
者
と
間
違
わ
れ
警
備
員
に
通
報
さ
れ
た
」

な
ど
介
護
者
が
介
護
中
に
受
け
る
偏
見
や
誤
解
を
防
止

す
る
「
介
護
マ
ー
ク
」
の
普
及
が
県
内
で
も
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
ま
た
、
認
知
症
な
ど
で
徘
徊
す
る
高
齢
者
の

早
期
発
見
と
保
護
目
的
の
た
め
、
対
象
者
に
事
前
登
録

し
た
蛍
光
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

加
東
市
で
も
介
護
者
支
援
の
観
点
か
ら
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
の
導
入
を
提
案
す
る
が
見
解
を
問
う
。

　
　「
介
護
マ
ー
ク
」
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
介
護
を

す
る
人
が
誰
に
も
臆
す
る
こ
と
な
く
、
誰
も
が
介
護
し

や
す
い
社
会
を
つ
く
る
目
的
と
合
わ
せ
、
要
介
護
者
の

外
出
促
進
を
図
る
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
今
年
度

の
秋
を
目
標
に
そ
の
準
備
や
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
蛍
光
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
加
東
市
で

も
徘
徊
高
齢
者
早
期
発
見
と
保
護
目
的
の
た
め
平
成

２３

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
ひ
と
り
外
出
見
守
り
・
徘

徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
事
前
登
録
さ
れ
た
際
に
、

高
齢
者
の
住
所
や
氏
名
が
書
き
込
め
る
反
射
材
付
き
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
て
お
り
、
蛍
光
ス
テ
ッ
カ
ー
に

替
わ
る
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
災
害
発
生
時
に
お
け
る
市
の

　
対
応
に
つ
い
て

□
空
き
家
の
現
状
と
そ
の
対
策

　
に
つ
い
て

　
　
協
定
書
締
結
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
国
庫
補
助

事
業
の
対
象
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か
。

　
　
給
水
計
画
書
の
策
定
業
務
委
託
に
か
か
る
入
札
手

続
き
を
進
め
て
お
り
、
業
者
が
決
定
次
第
契
約
し
、
今

年
度
中
に
嬉
野
東
地
区
の
基
本
給
水
計
画
案
を
策
定
し

て
、
概
算
事
業
費
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
も
、
補
助
事
業
と
し
て
着
手
し
、
地
元
の

工
事
負
担
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
方
向
性
を
見
い
だ
す

た
め
、
県
と
の
協
議
を
持
っ
た
が
、
整
備
内
容
が
具
体

的
に
な
っ
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、
補
助
事
業
の
適
否

ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
事
業
内
容
や
事
業
費
の
概
算
額
が
算
出
さ
れ

地
元
協
議
を
進
め
る
中
で
、
具
体
的
に
県
と
の
協
議
も

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
事
業
方
式
が
定
ま
り
、

地
元
負
担
の
協
議
が
ま
と
ま
れ
ば
、
事
業
着
手
に
向
け

大
き
く
前
進
し
た
こ
と
に
な
る
。
並
行
し
て
、
水
道
利

用
者
全
体
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
進
め
る
必
要
も

あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
必
要
な
施
設
整
備
費
と
、

実
施
に
当
た
り
生
じ

る
地
元
負
担
額
を
見

定
め
る
中
で
、
有
効

な
整
備
手
法
を
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

□
環
境
問
題
に
関
す

　
る
加
東
市
の
取
り

　
組
み
に
つ
い
て

　
　
利
用
者
に
よ
る
自
主
管
理
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る

体
育
施
設
で
の
、
利
用
者
側
と
市
の
管
理
チ
ェ
ッ
ク
の

現
状
は
。
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ
て
い
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
よ
り
、
市
の
意
識
が
伝
わ
り
、
利
用
者
の
公
共

施
設
（
あ
る
も
の
）
を
大
切
に
使
う
と
い
う
意
識
付
け

の
強
化
と
と
も
に
、
施
設
維
持
に
つ
な
が
る
管
理
体
制
、

運
営
の
重
要
性
の
認
識
度
を
問
う
。
　
　
　
　

　
　
無
人
の
施
設
で
あ
っ
て
も
利
用
者
と
市
が
協
力
し

合
っ
て
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
適
切
に

対
応
で
き
て
い
る
。
　
　
　
　

　
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
月
初
め
と
中
頃
に

２
回
巡
回
を
行
い
、
施
設
の
状
況
及
び
利
用
状
況
等
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
修
繕
等
は
随
時
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　「
清
掃
用
具
の
整
理
整
頓
の
た
め
、
必
要
な
設
備

の
設
置
や
、
適
切
な
指
示
を
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
使

用
日
誌
に
つ
い
て
も
適
正
に
管
理
し
て
ほ
し
い
。」
と

い
う
利
用
者
側
か
ら
の
声
も
あ
る
。
お
互
い
に
公
共
施

設
を
大
事
に
永
く
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意
思
疎
通
と
、

管
理
意
識
の
向
上
に
つ

い
て
の
配
慮
を
問
う
。

　
　
管
理
・
運
営
を
徹

底
す
る
た
め
に
、
管
理

庫
に
張
り
紙
等
を
し
て

整
理
整
頓
の
義
務
付
け

を
し
、
使
用
日
誌
に
つ

い
て
は
管
理
の
チ
ェ
ッ

ク
項
目
と
意
見
欄
も
設

け
て
意
思
疎
通
を
図
り

た
い
。

長
谷
川
幹
雄



産業観光チラシ

山田錦のふるさとをＰＲするモニュメント
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井
上 

茂
和

問答

石
井 

雅
彦

緊
急
告
知
放
送
の
具
体
化
に
つ
い
て

酒
造
好
適
米

　
　
「
加
東
市
産
山
田
錦
」
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

生
活
保
護
の
問
題
に
つ
い
て

問答

問答問答

　
　
テ
レ
ビ
で
も
生
活
保
護
不
正
受
給
問
題
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
加
東
市
で
は
毎
年
ど
れ
ぐ
ら
い
の
生
活

保
護
の
申
請
が
あ
る
の
か
。
現
在
の
受
給
者
の
状
況
を

把
握
し
て
、
見
直
し
等
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
確
実
に
遂

行
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
加
東
市
で
は
、
平
成
２１
年
度
は
３５
件
申
請
中
３１
件
、

平
成
２２
年
度
は
２２
件
申
請
中
１７
件
、
平
成
２３
年
度
は
４２

件
申
請
中
３４
件
の
支
給
決
定
を
行
っ
た
。
平
成
２４
年
５

月
現
在
１
３
２
世
帯
、
１
５
２
人
に
生
活
保
護
費
を
支

給
し
て
い
る
。
申
請
に
よ
り
扶
養
義
務
者
や
不
動
産
、

預
貯
金
等
の
調
査
を
し
、
支
給
が
妥
当
か
ど
う
か
精
査

し
て
お
り
、
支
給
決
定
後
に
お
い
て
も
毎
年
１
回
収
入
、

不
動
産
等
、
資
産
・
扶
養
義
務
調
査
等
を
行
い
、
適
正

な
支
給
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

□
今
年
の
夏
の
節

　
電
対
策
に
つ
い

　
て

　
　
加
東
市
の
水
稲
作
付
の
内
、
酒
造
好
適
米
（
山
田

錦
等
）
は
51
・
8
％
で
あ
る
。
吉
川
町
は
三
木
市
が
主

催
で
、
多
可
町
は
歌
手
を
広
告
塔
に
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
加
東
市
は
Ｐ
Ｒ
負
け
で
は
な

い
の
か
。

　
農
家
も
選
別
機
の
網
目
を
2
・
05
　
で
山
田
錦
の
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
。
市
は
良
質
酒
米
産
地
の

Ｐ
Ｒ
を
、
JA
、
集
荷
業
者
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

「
酒
米
品
評
会
」
の
位
置
付
け
は
。
な
お
、「
加
東
酒
米

生
産
者
大
会
」
に
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
参
加
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
。

　
　
加
東
市
産
の
Ｐ
Ｒ
に
は
、
酒
米
生
産
者
が
酒
屋
と

の
信
頼
関
係
を
築
き
、
ＪＡ
、
市
、
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
各
々

の
役
割
で
取
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
酒
米
品
評

会
」
は
、
酒
屋
が
求
め
る
品
質
、
量
の
確
保
の
た
め
、

農
家
自
ら
が
技
術
を
競
い
合
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。
市

で
は
、
ＪＡ
及
び
関
係
機
関
に
対
し
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
の
継
続
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
酒
屋
に
よ
る
提
案

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
生
産
者
、
ＪＡ等

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
、

新
企
画
に
は
よ
り
効
果

的
な
展
開
を
考
え
て
い

る
。
加
東
酒
米
生
産
者

大
会
へ
の
酒
造
メ
ー
カ

ー
の
参
加
に
つ
い
て
も

主
催
者
側
に
提
言
す
る
。

　
　
昨
年
の
12
月
定
例
会
で
滝
野
地
域
へ
の
緊
急
告

知
放
送
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を

具
体
的
に
説
明
願
い
た
い
。

　
　
滝
野
地
域
の
緊
急
告
知
放
送
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
他
地
域
と
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
課
題
が
あ
る
。
こ

れ
ら
全
体
を
並
行
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
結
論

を
早
急
に
出
す
た
め
に
業
者
か
ら
資
料
提
供
を
求
め
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
今
後
は
宅
内

の
工
事
が
発
生
す
る
の
で
、
理
解
を
求
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
将
来
性
を
考
慮
し
、
今
年
の
秋
ご
ろ
に
は
方

針
を
決
定
し
、
早
け
れ
ば
来
年
に
は
事
業
着
手
を
考
え

て
い
る
。

加
東
市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　
　
市
内
企
業
と
市
内
観
光
地
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
、
産
業
観
光
ツ
ア
ー
の
実
施
に
よ
る
情
報
発
信

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
加
東
市
・
商
工
会
・
観
光
協
会
と
連
携
を
図
り
、

地
域
経
済
活
性
化
基
本
計
画
に
の
っ
と
り
、
加
東
市
の

意
識
向
上
と
知
名
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

産
業
観
光
ツ
ア
ー
は

効
果
的
な
手
法
と
考

え
る
。
関
東
加
東
応

援
団
と
の
交
流
も
含

め
、
今
後
企
業
誘
致

と
市
内
観
光
地
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
る
。

山
本 

通
廣



3校（鴨川小・三草小・米田小）交流自然学校
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問答

藤
尾
　 

潔

小
規
模
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
加
東
市
に
お
い
て
は
市
立
小
学
校
が
9
校
あ
り
、

小
学
校
単
位
の
ま
ち
づ
く
り
等
、
地
域
で
の
役
割
も
大

き
い
。

　
反
面
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、
1
0
0
名
未
満

の
学
校
が
2
校
、
1
5
0
名
未
満
の
学
校
は
5
校
あ

る
。「
少
人
数
の
子
供
を
、
地
域
で
大
事
に
育
ん
で
い

く
」
と
い
う
点
で
は
高
い
意
義
が
あ
る
も
の
の
、

・
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い

・
多
く
の
友
達
を
作
り
づ
ら
い

・「
競
う
」
と
い
う
概
念
が
芽
生
え
づ
ら
い

・
球
技
等
、
多
人
数
で
行
う
べ
き
授
業
の
自
由
度
は
低

　
く
な
る

等
の
弊
害
も
あ
る
が
、
教
育
的
な
観
点
か
ら
こ
れ
ら
小

規
模
校
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
小
規
模
の
学
校
で
は
、
少
人
数
の
児
童
に
き
め
細

か
く
指
導
で
き
る
利
点
が
あ
る
も
の
の
、
今
指
摘
さ
れ

た
よ
う
な
問
題
点
も

あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
小
規
模
校

と
大
規
模
校
の
交
流

の
機
会
の
拡
大
に
努

め
、
小
規
模
校
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
解
消
し

て
い
き
た
い
。

　
教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
校
区
の
再
編
等
の

考
え
は
持
っ
て
い
な

い
。

議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌
《
主
な
も
の
》

議
会
広
報
特
別
委
員
会

庁
舎
整
備
等
検
討

　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

東
播
・
淡
路
市
議
会

　
　
　
　
　
議
長
会
定
例
会

近
畿
市
議
会

　
　
　
　
議
長
会
定
期
総
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

兵
庫
県
市
議
会
議
長
会
総
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

北
播
磨
清
掃
事
務
組
合
議
会

議
会
報
告
会

　
　
　
　
（
滝
野
図
書
館
）

議
会
報
告
会

　
　
　
　
（
と
ど
ろ
き
荘
）

議
会
報
告
会

　
　
（
社
多
目
的
研
修
館
）

議
会
運
営
委
員
会

全
国
市
議
会

　
　
　
議
長
会
定
期
総
会

議
会
運
営
委
員
会

第
４２
回
定
例
会
（
１
日
目
）

厚
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

第
４２
回
定
例
会
（
２
日
目
）

議
会
報
告
会
実
行
委
員
会

第
４２
回
定
例
会
（
３
日
目
）

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

４
月

３
日

４
日

１１
日

１２
日

１３
日

１６
日

１７
日

１９
日

２０
日

２４
日

２５
日

２６
日

２７
日

５
月

１
日

８
日

１０
日

１７
日

１９
日

２０
日

２２
日

２３
日

６
月

１
日

１
日

４
日

４
日

７
日

８
日

１３
日

１３
日

２１
日

２７
日

２７
日

２７
日

２８
日

本会議の放送予定
　コミュニティチャンネル（７０２ｃｈ）を利用して、完全版の録画放映をしています。ぜひご覧くだ
さい。なお、今回の議会だよりに記載されている内容については、以下の日程で放映される予定です。

日 　 時

８月 ３日（金）９：００

８月 ５日（日）９：００

８月１０日（金）９：００

８月１７日（金）９：００

８月１９日（日）９：００

（注：緊急時・イベント等状況により変更になる場合があります）
一般質問（５日）の各議員の放映開始時間は、おおむね次のとおりです。

６月定例会（第１日）　議案審議

６月定例会（第２日）　一般質問 他

６月定例会（第３日）　議案審議

６月厚生常任委員会（９：００） 再放送１８：００、総務文教常任委員会（１１：００）

６月産業建設常任委員会（９：００）

再放送１８：００

再放送２１：００

再放送２０：００

再放送２１：００

内 　 　 　 　 　 　 容

磯貝邦夫議員…９：４５、 小紫泰良議員…１０：４５、 藤田靖夫議員…１１：１０、 小川忠市議員…１１：４５、
長谷川幹雄議員…１２：４０、 岸本眞知子議員…１３：２５、 石井雅彦議員…１３：４０、 山本通廣議員…１４：０５、
井上茂和議員…１４：３０、 藤尾潔議員…１４：５５
※市議会ホームページでもインターネット録画配信をしていますので、あわせてご覧ください。　



“
和
を
以
っ
て
尊
し
と
な
す
”

　
私
は
こ
の
言
葉
が
大
好
き
だ
。

聖
徳
太
子
の
有
名
な
言
葉
だ
が
、

一
般
的
に
は
違
う
捉
え
方
で
解
釈

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

　
私
も
数
十
年
前
ま
で
は
“
和
”

の
意
味
は
、
意
見
の
違
う
人
た
ち

と
も
穏
便
に
調
和
し
て
い
く
こ
と

の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
る
著
書
に
「
和
」

の
意
味
は
、
自
分
を
裏
切
ら
な
い
、

不
平
不
満
が
あ
れ
ば
正
直
に
表
現

し
て
議
論
を
交
わ
し
、
わ
だ
か
ま

り
を
解
い
て
、
お
互
い
が
歩
み
寄

り
（
妥
協
で
は
な
い
）
理
解
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
記
し
て
あ
っ

た
。

　
本
当
の
意
味
を
知
り
、
今
ま
で

の
解
釈
を
反
省
し
、
そ
の
言
葉
の

尊
さ
を
大
事
に
し
て
い
る
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
あ
た
り
、

各
委
員
が
一
つ
一
つ
の
記
事
を
議

論
し
な
が
ら
、
食
い
違
い
が
あ
っ

て
も
到
達
点
を
見
出
し
て
い
く
こ

と
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
編
集
を
し

て
き
た
中
で
「
和
」
の
精
神
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
も
“
和
を
以
っ
て
尊
し
と

な
す
”
の
思
い
で
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
に

し
て
い
き
た
い
と
、
委
員
全
員
が

意
気
込
ん
で
い
る
。

　
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｉ
）

議会の傍聴に
お越しください。

９月定例会の予定　９月 ３日（月）９時３０分　議案審議　
　　　　　　　　　９月１３日（木）９時３０分　一般質問
　　　　　　　　　９月２７日（木）９時３０分　議案審議

発
行
　
加
東
市
議
会

編
集
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

１６加東市 議会だより Ｎｏ.２２

加東市役所社庁舎３階に議場があります。

　
加
東
市
内
の
各
学
校
の

取
り
組
み
や
特
色
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
加

東
市
立
滝
野
東
小
学
校
で

す
。

　
本
校
は
、
昭
和
２４
年
に

滝
野
町
加
茂
村
組
合
立
加

茂
小
学
校
と
し
て
誕
生
し

て
か
ら
６４
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
以
来
、
校
歌
に
も

歌
わ
れ
て
い
る
闘
竜
灘
に

飛
び
か
う
若
鮎
の
ご
と
く

元
気
に
成
長
す
る
こ
と
を

一
貫
し
て
願
っ
て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
３４
年
に
は
、
北
播

磨
地
区
で
最
も
早
く
プ
ー

ル
が
で
き
、
現
在
の
加
東

市
の
水
泳
指
導
の
礎
を
築

い
て
き
た
学
校
で
す
。
　

　
本
年
度
は
、「
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
滝

っ
子
」
の
育
成
と
い
う
教

育
目
標
の
も
と
に
「
あ
き

ら
め
な
い
・
一
生
懸
命
頑

張
る
・
友
だ
ち
を
支
え
る
」

と
い
っ
た
こ
と
を
大
切
に

で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
皆
様

が
大
変
協
力
的
で
、
毎
日

学
校
図
書
館
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
来
て
い
た
だ
い
た

り
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
の
見
守
り
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
と
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
温
か
な
人
的
環

境
に
も
恵
ま
れ
た
地
域
で

す
。

　
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た

環
境
に
支
え
ら
れ
、
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と

を
誇
り
に
思
う
若
鮎
「
滝

っ
子
」
の
育
成
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

平成24年7月1日現在の児童数平成24年7月1日現在の児童数

1学年

男　子 女　子 合　計

44人 43人 87人

48人 42人 90人

45人 37人 82人

275人 280人 555人

2学年

3学年

35人 47人 82人4学年

51人 58人 109人5学年

52人 53人 105人6学年

合　計

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
藤
尾
　
　
潔

　
　
副
委
員
長
　
長
谷
川
幹
雄

　
　
委
　
員
　
井
上
　
茂
和

　
　
　
　
　
　
山
本
　
通
廣

　
　
　
　
　
　
藤
原
　
文
悟

　
　
　
　
　
　
磯
貝
　
邦
夫

　
　
　
　
　
　
小
紫
　
泰
良

　
　
　
　
　
　
岸
本
眞
知
子

加東市議会　電話 ０７９５－４３－０３８５（直通） ／ ＦＡＸ ０７９５－４２－７９６０
ホームページ ht t p : / /www . c i t y . k a t o . l g . j p 電子メール gik a i@c i t y . k a t o . l g . j p

○６月定例会は延べ２２人の傍聴がありました。

発
行
日
　
平
成
２４
年
８
月
１
日
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